




感染因子とアレルギー疾患、との関係は,古くかつ新しい問題といえる程に,今

日なお十分には解明されていない命題である。

しかしながら感染因子は基本的に 2つの立場から気管支喘息(以下喘息という)

に係わりをもつと信じられている。

即ち①病因的要因として喘息発症に関与する。外因性アレルゲンとしての作用

である。

②既存アレルギー状態への増悪ないしは誘発因子としての役割である。


